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は
じ
め
に

　

戊
辰
戦
争
時
の
「
鴉
（
か
ら
す
）
組
」
隊
長
の
イ
メ
ー
ジ
で
想
起
さ
れ
る
仙
台
藩

の
細
谷
十
太
夫
直
英
（
一
八
四
〇
―
一
九
〇
七
）
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
逸
話
で
彩
ら
れ

た
人
物
で
あ
る
。
御
所
の
警
備
兵
と
し
て
京
都
に
滞
在
中
、
興
行
さ
れ
て
い
た
「
伽

羅
先
代
萩
」
の
評
判
に
憤
慨
し
、
芝
居
小
屋
を
破
壊
し
た
と
か
、
戊
辰
の
内
乱
が
起

こ
る
と
、「
孫
太
郎
虫
売
り
」
に
変
装
し
て
他
藩
の
探
索
を
し
た
と
か
、
は
た
ま
た

須
賀
川
（
現
福
島
県
須
賀
川
市
）
周
辺
で
侠
客
な
ど
も
含
む
衝
撃
隊
、
前
述
の
通
称

鴉
組
を
急
遽
編
成
し
、
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開
し
た
、
な
ど
と
い
う
こ
と
が
象
徴
的
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
武
闘
派
か
つ
行
動
的
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
き
た）

1
（

。
そ

れ
と
と
も
に
細
谷
は
、
戊
辰
戦
争
で
敗
北
を
喫
し
た
後
の
旧
仙
台
藩
領
に
お
い
て
、

窮
迫
す
る
士
族
へ
の
支
援
に
力
を
入
れ
た
人
物
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
牡
鹿
郡
門
脇

村
牡
鹿
原
（
現
宮
城
県
石
巻
市
大
街
道
）
の
開
拓
は
、
時
の
宮
城
県
令
松
平
正
直
に

対
す
る
細
谷
の
進
言
に
よ
っ
て
実
現
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
明
治
十
三
（
一
八
八

〇
）
年
十
一
月
、
大
街
道
士
族
授
産
場
と
し
て
開
設
す
る
と
、
細
谷
は
そ
の
初
代
場

長
に
就
任
し
て
い
る）

2
（

。

　

一
方
で
当
時
の
仙
台
士
族
の
周
辺
に
は
、
ほ
か
に
も
注
目
す
べ
き
動
向
が
存
在
し

細
谷
十
太
夫
と
仙
台
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

山　

下　

須
美
礼

た
。
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
流
入
し
た
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
東
方
正
教
（
ロ
シ
ア
正

教
、
ギ
リ
シ
ャ
正
教
と
も
。
組
織
と
し
て
は
「
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
」、「
正
教
会
」

の
語
も
用
い
る
）
が
、
仙
台
士
族
を
中
心
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
東
方
正
教

は
明
治
初
期
に
北
日
本
を
中
心
に
広
く
信
徒
を
獲
得
し
、
次
々
に
教
会
を
設
立
し
て

い
く
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
伝
教
活
動
の
最
大
の
担
い
手
は
仙
台
士
族
で
あ
り
、
仙

台
に
設
立
さ
れ
た
教
会
は
東
北
伝
教
の
中
心
拠
点
と
し
て
そ
の
拡
大
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
こ
の
仙
台
士
族
の
よ
う
に
、
戊
辰
の
敗
北
藩
出

身
の
士
族
で
東
方
正
教
を
受
容
し
た
人
々
を
「
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
（
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
）」
と
位
置
付
け
、
研
究
を
行
っ
て
き
た）

3
（

。
東
方
正
教
に
出
会
っ
た
当
初
の

彼
ら
は
、
活
路
が
見
出
せ
な
い
状
況
の
な
か
で
、
自
分
自
身
や
地
域
社
会
が
新
た
な

展
望
を
持
ち
得
る
足
掛
か
り
を
、
東
方
正
教
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

最
終
的
に
僧
籍
と
な
る
細
谷
十
太
夫
と
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
ら
は
、
信
仰
を
共

有
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
初
年
の
立
場
や
そ
の
活
動
の
目
的
は
重
な
る
部

分
も
多
い
。
こ
の
細
谷
と
仙
台
の
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
と
の
間
に
、
実
は
接
点
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
正
教
会
の
教
団
史
で
あ
る
『
日
本
正
教
伝
道
誌）

4
（

』

や
、『
仙
台
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
史）

5
（

』
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
あ
る
士

族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
が
残
し
た
日
記
を
使
用
し
て
、
そ
の
相
互
の
関
係
を
さ
ら
に
追

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
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及
し
、
信
仰
の
有
無
を
超
え
た
関
わ
り
が
明
治
初
期
の
仙
台
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

な
お
、
今
回
中
心
に
扱
う
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
の
日
記
と
は
、
イ
オ
ア
ン
涌
谷

繁
（
一
八
二
九
―
一
八
八
五
）
が
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
と
十
二
（
一
八
七
九
）

年
の
二
年
間
執
筆
し
た
『
家
翁
録）

6
（

』
と
い
う
記
録
で
あ
る
。
涌
谷
家
は
代
々
仙
台
藩

の
医
師
を
務
め
た
家
柄
で
、
執
筆
時
は
仙
台
柳
町
通
り
に
居
住
し
、
町
医
者
を
開
業

し
て
い
た
。
仙
台
に
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
が
成
立
し
た
際
の
中
心
幹
部
の
一
人
で
、

妻
子
も
洗
礼
を
受
け
て
い
る
（
図
参
照
）。『
家
翁
録
』
に
は
教
会
活
動
の
様
子
、
教

会
関
係
者
の
出
入
り
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
医
業
の
記
録
、
金
銭
出
納
、
仙
台
の

町
の
様
子
な
ど
も
詳
細
に
描
か
れ
て
い
て
非
常
に
興
味
深
い
。

一
、
細
谷
十
太
夫
と
東
方
正
教
の
出
会
い

　

幕
末
に
開
港
し
た
函
館
（
現
北
海
道
函
館
市
）
に
は
、
ロ
シ
ア
の
出
先
機
関
と
し

て
領
事
館
が
置
か
れ
た
。
そ
の
領
事
館
付
司
祭
と
し
て
来
日
し
た
ロ
シ
ア
人
宣
教
師

ニ
コ
ラ
イ
は
布
教
へ
の
情
熱
を
密
か
に
持
ち
続
け
、
未
だ
禁
教
下
に
あ
っ
た
明
治
元

（
一
八
六
八
）
年
、
高
知
藩
の
浪
人
で
あ
っ
た
沢
辺
琢
磨
（
パ
ウ
ェ
ル
）
を
始
め
と

す
る
三
名
の
日
本
人
に
洗
礼
を
施
し
た
。
こ
の
沢
辺
を
通
じ
て
ニ
コ
ラ
イ
と
の
知
遇

を
得
た
の
が
、
戊
辰
戦
争
に
旧
幕
府
側
の
一
員
と
し
て
参
戦
す
べ
く
函
館
に
赴
い
て

い
た
、
仙
台
藩
士
の
新
井
常
之
進
（
奥
邃
）
と
金
成
善
右
衛
門
で
あ
る
。
こ
の
出
会

い
に
衝
撃
を
受
け
た
彼
ら
は
一
度
仙
台
に
戻
り
、
同
じ
仙
台
藩
士
の
仲
間
た
ち
に

「
今
よ
り
後
は
、
こ
の
ハ
リ
ス
ト
ス
教
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
世
道
人
心
を
維
持
す
る
能

は
ざ
る）

7
（

」
と
説
い
た
と
言
わ
れ
る
。
再
び
函
館
に
戻
っ
た
新
井
ら
か
ら
、
来
函
を
勧

図　イオアン涌谷繁を中心とした人物相関図

※涌谷繁『家翁録』、『仙台人名大辞書』（復刻版 宝文堂 1981）等により作成
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め
る
書
状
を
受
け
取
っ
た
仙
台
藩
士
の
小
野
荘
五
郎
（
イ
オ
ア
ン
）、
笹
川
定
吉
（
ペ

ト
ル
）、
大
立
目
謙
吾
（
ペ
ト
ル
）
が
仙
台
を
発
ち
、
函
館
に
到
着
し
た
の
は
明
治

三
（
一
八
七
〇
）
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る）

8
（

。

　

そ
の
頃
パ
ウ
ェ
ル
沢
辺
は
、
さ
ら
な
る
同
志
を
募
ろ
う
と
日
高
国
沙
流
郡
（
現
北

海
道
沙
流
郡
）
へ
と
向
か
っ
て
い
た
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
十
一
月
以
降
、
仙

台
藩
は
沙
流
郡
西
部
の
分
領
支
配
を
命
じ
ら
れ
、
仙
台
藩
少
参
事
の
三
好
清
篤
が
隊

長
と
し
て
一
五
〇
名
ほ
ど
を
率
い
赴
任
し
て
い
た）

9
（

。
明
治
三
年
五
月
に
な
る
と
、
星

恂
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る
仙
台
藩
額
兵
隊
員
七
〇
名
ば
か
り
も
、
赦
免
の
後
に
仙
台

藩
に
よ
り
送
り
込
ま
れ
、
三
好
隊
長
の
元
に
合
流
し
、
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
開
拓

に
携
わ
っ
た）

10
（

。
沢
辺
が
新
井
よ
り
受
け
取
っ
た
紹
介
状
を
持
ち
訪
ね
た
の
は
、
や
は

り
藩
内
の
佐
幕
派
に
対
す
る
処
分
を
受
け
た
後
、
分
領
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
衝
撃
隊

（
鴉
組
）
隊
長
の
細
谷
十
太
夫
で
あ
っ
た）

11
（

。
こ
の
時
、
両
者
の
面
会
は
叶
わ
な
か
っ

た
が
、
細
谷
は
直
ち
に
沢
辺
を
追
っ
て
函
館
に
向
か
い
、
東
方
正
教
と
い
う
存
在
と

そ
の
伝
教
の
状
況
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
細
谷

は
「
自
ら
教
を
信
ぜ
ざ
る
も
、
斯
く
の
如
く
に
し
て
最
初
よ
り
函
館
に
於
て
正
教
を

聴）
12
（

」
い
た
仙
台
藩
士
の
一
人
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
ニ
コ
ラ
イ
を
頼
っ
て
来
函
す
る

仙
台
藩
士
が
陸
続
す
る
こ
と
と
な
る
が
、「
一
行
数
人
は
困
難
を
忍
で
其
日
を
送
り

居
る
有
様
な
り
し
が
、
当
時
去（

マ
マ
）留

に
在
り
た
る
細
谷
十
太
夫
・
板
橋
昇
（
後
、
ル

カ
）・
粟
野
実
（
後
、
ペ
ト
ル
）・
戸
澤
精
一
郎
等
も
亦
こ
の
有
志
を
助
力
し
た
る
事

少
な
か
ら
ず）

13
（

」
と
記
さ
れ
、
暮
ら
し
の
あ
て
も
な
く
、
志
と
野
心
の
み
で
函
館
に

や
っ
て
き
た
仙
台
藩
士
ら
を
、
細
谷
を
は
じ
め
と
す
る
沙
流
の
分
領
開
拓
地
の
仙
台

藩
士
ら
が
、
少
な
か
ら
ず
支
え
る
状
況
が
あ
っ
た）

14
（

。

　

さ
ら
に
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
な
る
と
、
後
に
司
祭
と
な
る
高
屋
仲
（
イ
ア

コ
フ
）
も
函
館
行
き
を
画
策
す
る
が
、
そ
の
時
の
状
況
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。涌

谷
繁
（
後
、
イ
ヲ
ア
ン
）
は
高
屋
を
訪
ひ
、
函
館
行
の
目
的
を
質
さ
れ
し
か

ば
、
告
ぐ
る
に
ハ
リ
ス
ト
ス
教
研
究
の
目
的
を
以
て
し
た
る
に
、
涌
谷
繁
は
其

長
男
及
び
今
田
直
胤
（
後
、
イ
ヲ
ア
ン
）
の
長
男
を
も
同
行
せ
ん
事
を
依
頼
し
、

且
細
谷
十
太
夫
は
今
回
松
島
丸
と
号
す
る
帆
船
に
て
、
初
航
海
を
試
み
る
由
な

れ
ば
、
同
船
に
て
出
発
せ
ら
れ
て
は
い
か
ん
と
相
談
せ
ら
れ
た
り
。
高
屋
は
細

谷
に
便
乗
の
相
談
を
な
し
て
其
許
諾
を
う
け
、
且
涌
谷
繁
よ
り
其
長
男
を
し
て

散
髪
な
ら
し
む
る
事
、
ハ
リ
ス
ト
ス
教
を
学
ば
し
む
る
事
等
の
承
諾
を
も
受
け

て
出
発
す
る
事
に
決
定
せ
り）

15
（

。

　

こ
こ
か
ら
、『
家
翁
録
』
の
執
筆
者
で
あ
る
イ
オ
ア
ン
涌
谷
繁
は
、
当
時
十
四
歳

で
あ
っ
た
長
男
源
太
郎
（
ワ
シ
リ
ィ）

16
（

）
を
正
教
修
学
の
目
的
で
函
館
に
行
か
せ
よ
う

と
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
イ
オ
ア
ン
涌
谷
と
細
谷
十
太
夫
は
旧
知
の
仲
で
あ
り
、

そ
の
管
轄
に
あ
る
船
の
利
用
を
イ
ア
コ
フ
高
屋
に
仲
介
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お

こ
の
一
行
に
は
、
ほ
か
に
も
細
谷
の
声
掛
け
に
よ
り
「
阿
部
章
治
郎
・
牧
野
守
之

佐
・
柴
田
文
吉
・
石
森
八
兵
衛）

17
（

」
な
ど
、
何
人
か
の
仙
台
藩
の
若
者
が
加
わ
っ
て
お

り
、
函
館
に
到
着
し
た
彼
ら
は
「
ハ
リ
ス
ト
ス
教
専
攻
の
目
的
に
あ
ら
ず
し
て
、
専

ら
語
学
研
究
の
目
的
な
り
し
を
以
て
、
敢
て
ニ
コ
ラ
イ
師
の
塾
に
入
ら
ず
。
館
外
に

在
り
て
語
学
を
研
究
せ
り）

18
（

」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
彼
ら
に
関
し
て
「
細
谷
は
事

業
上
に
違
策
を
来
し
た
る
た
め
、
こ
の
書
生
に
学
資
を
給
助
す
る
能
は
ざ
る
に
至

り）
19
（

」
と
い
う
記
述
が
続
く
こ
と
か
ら
、
志
は
途
絶
し
た
と
は
い
え
、
細
谷
が
仙
台
藩

の
若
者
た
ち
に
函
館
で
修
学
す
る
機
会
を
与
え
、
学
費
を
支
援
し
よ
う
と
し
て
い
た

様
子
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
後
の
彼
ら
は
、
開
拓
使
の
学
校
に
入
学
し
た
り
、
改
め
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て
ニ
コ
ラ
イ
の
も
と
で
正
教
を
学
ん
だ
り
す
る
道
を
選
ん
だ
と
い
う
。

二
、
仙
台
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
と
西
南
戦
争

　

日
本
で
の
伝
教
体
制
を
整
え
る
た
め
一
時
帰
国
し
て
い
た
ニ
コ
ラ
イ
が
、
明
治
四

（
一
八
七
一
）
年
、
再
び
函
館
に
戻
る
と
、
多
く
の
仙
台
藩
士
が
そ
の
帰
り
を
待
ち

わ
び
て
い
た
。
ニ
コ
ラ
イ
は
さ
っ
そ
く
彼
ら
に
教
理
を
教
え
、
洗
礼
を
施
し
た
。
そ

し
て
イ
オ
ア
ン
小
野
荘
五
郎
、
イ
ア
コ
フ
高
屋
仲
、
ペ
ト
ル
笹
川
定
吉
の
三
名
を
、

伝
教
者
と
し
て
仙
台
へ
派
遣
し
、
仙
台
で
の
伝
教
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
。
イ
オ
ア
ン
小
野
が
同
年
暮
れ
よ
り
仙
台
東
一
番
丁
の
自
宅
を
講
義
所
と
し
て

開
始
し
た
正
教
の
学
習
会
な
ど
に
は
、
イ
オ
ア
ン
涌
谷
繁
や
ペ
ト
ル
中
川
操
吉
、
ア

レ
ク
セ
イ
樋
渡
正
太
郎
な
ど
、
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
た）

20
（

。
こ
の
学
習
会
の
盛
況
ぶ

り
は
、
宮
城
県
庁
の
警
戒
を
喚
起
す
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
二

月
よ
り
大
規
模
な
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
、
ペ
ト
ル
笹
川
や
イ
ア
コ
フ
高
屋
、
ペ
ト

ル
中
川
ら
が
入
獄
し
、
イ
オ
ア
ン
涌
谷
な
ど
も
取
り
調
べ
を
受
け
る
事
態
と
な
っ

た）
21
（

。
こ
の
騒
動
が
ニ
コ
ラ
イ
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
の
奔
走
で
終
息
し
た
明
治
六

（
一
八
七
三
）
年
、
仙
台
で
初
め
て
の
公
祈
祷
が
行
わ
れ
、
こ
こ
に
「
仙
台
福
音
教

会
」
を
称
す
る
東
方
正
教
の
一
教
会
が
、
東
北
地
方
に
初
め
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

成
立
直
後
の
仙
台
福
音
教
会
に
対
し
て
、
ニ
コ
ラ
イ
が
送
付
し
た
「
規
則
二
十
条
」

に
よ
り
、
議
長
を
パ
ウ
ェ
ル
沢
辺
、
議
員
を
イ
オ
ア
ン
小
野
、
ダ
ニ
イ
ル
影
田
、
イ

ア
コ
フ
高
屋
、
パ
ウ
ェ
ル
佐
藤
、
イ
オ
ア
ン
涌
谷
、
イ
オ
ア
ン
今
田
等
と
す
る
教
会

の
体
制
が
形
作
ら
れ
た）

22
（

。
仙
台
福
音
教
会
は
、
こ
の
後
旧
仙
台
藩
領
を
中
心
と
す
る

奥
羽
山
脈
よ
り
東
側
の
東
北
の
地
に
、
正
教
会
が
急
激
に
拡
大
し
て
い
く
拠
点
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　

明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
、
西
南
戦
争
が
起
こ
る
と
、
宮
城
県
で
は
臨
時
巡
査
の

募
集
が
行
わ
れ
、
仙
台
福
音
教
会
に
所
属
す
る
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
の
な
か
に
も

こ
れ
に
参
加
す
る
者
が
現
れ
た）

23
（

。
当
時
東
京
に
い
た
ペ
ト
ル
中
川
や
ア
レ
ク
セ
イ
樋

渡
は
そ
こ
で
募
集
に
応
じ
、
そ
の
後
仙
台
に
戻
り
召
募
に
携
わ
っ
た
と
い
う）

24
（

。
し
か

し
な
が
ら
、
一
等
小
警
部
と
な
っ
た
ペ
ト
ル
中
川
操
吉
は
、
別
動
隊
第
三
旅
団
付
と

し
て
従
軍
中
の
九
月
一
日
、
鹿
児
島
米
倉
（
現
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
山
下
町
）
に
お

い
て
三
四
歳
で
戦
死
し
た）

25
（

。
こ
の
ペ
ト
ル
中
川
操
吉
は
、
イ
オ
ア
ン
涌
谷
の
長
女
つ

る
（
ソ
フ
ィ
ア
）
の
夫
で
あ
り
、
信
一
（
ニ
コ
ラ
イ
）
と
望
（
イ
オ
ア
ン
）
と
い
う

幼
い
二
人
の
子
供）

26
（

が
残
さ
れ
た
。

　

イ
オ
ア
ン
涌
谷
繁
の
『
家
翁
録
』
に
は
、
娘
婿
に
あ
た
る
ペ
ト
ル
中
川
の
戦
死
を

め
ぐ
る
記
録
が
散
見
さ
れ
る）

27
（

。

　

①
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
一
月
十
日
条

〔
東
京
で
修
学
中
の
長
男
ワ
シ
リ
ィ
か
ら
の
手
紙
の
内
容
の
写
し
〕
中
川
旅
費

日
費
の
残
金
二
十
六
円
五
十
銭
、
為
替
と
し
テ
相
下
候
内
よ
り
弐
円
借
用
候

間
、
中
川
江
返
済
を
願
フ
ト
、

　

②
同
年
一
月
十
九
日
条

〔
在
京
中
の
知
人
、
佐
藤
益
民）

28
（

の
借
金
願
い
に
対
し
〕
中
川
ノ
残
旅
費
、
細
谷

ニ
テ
受
取
リ
ニ
ナ
リ
タ
ル
ナ
ラ
ン
、
依
テ
細
谷
ヨ
リ
受
取
、
信
一
ノ
名
宛
ニ
テ

証
券
ヲ
下
ス
可
シ
ト
郵
便
ニ
テ
答
書
セ
リ
、
細
谷
エ
モ
ソ
ヒ
ヤ
エ
相
談
ノ
上
ナ

レ
ハ
渡
シ
可
シ
ト
ノ
添
書
ヲ
贈
ル
、

　

③
同
年
一
月
二
十
日
条

細
谷
ヨ
リ
十
六
日
附
ノ
端
書
ヲ
以
テ
中
川
ノ
碑
銘
ニ
記
シ
ヘ
キ
要
件
ヲ
速
ニ
差
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廻
シ
ヘ
シ
、
且
ツ
鹿
児
嶋
ヨ
リ
中
川
所
持
ノ
皮
文
庫
到
着
セ
リ
云
云
ト
、

　

④
同
年
二
月
十
三
日
条

細
谷
ヨ
リ
一
月
廿
七
日
発
シ
ノ
郵
信
、
昨
十
二
日
来
ル
、
書
中
ニ
中
川
ノ
鹿
児

嶋
ヨ
リ
東
京
迄
ノ
旅
費
、金
貮
十
八
円
ノ
内
七
円
佐
藤
益
民
江
渡
シ
益
民
ヨ
リ
ノ
証
券
ア

リ
、
ソ
ヒ
ヤ
エ
渡
シ
、

残
五
十
壱
円
渡
邉
幸
兵
衛
出
京
中
ノ
処
、
不
日
帰
県
ニ
付
、
同
人
エ
依
托
相
下

シ
ヘ
シ
、
且
ツ
中
川
ノ
碑
ハ
仙
台
江
建
チ
、
碑
文
ハ
大
槻
復
三
郎）

29
（

ニ
依
頼
セ
リ
、

未
タ
出
来
セ
ズ
ト
、

　

②
〜
④
の
史
料
中
に
見
ら
れ
る
「
細
谷
」
と
は
、
細
谷
十
太
夫
直
英
の
こ
と
で
あ

る
。
細
谷
も
同
じ
く
西
南
戦
争
に
従
軍
し
、
陸
軍
少
尉
と
し
て
各
地
を
転
戦
し
て
勇

名
を
馳
せ
た
と
い
う）

30
（

。『
家
翁
録
』
の
記
述
か
ら
は
、
戦
争
終
了
後
の
細
谷
は
、
東

京
で
修
学
中
の
イ
オ
ア
ン
涌
谷
の
長
男
ワ
シ
リ
ィ
の
ご
く
身
近
な
と
こ
ろ
に
い
た
こ

と
が
読
み
取
れ
る）

31
（

。
ワ
シ
リ
ィ
に
と
っ
て
戦
死
し
た
ペ
ト
ル
中
川
は
姉
の
夫
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
二
〇
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
学
生
で
あ
る
ワ
シ
リ
ィ
を
補
佐
す
る

形
で
、
ペ
ト
ル
中
川
に
支
払
わ
れ
た
旅
費
や
遺
品
の
扱
い
を
は
じ
め
と
す
る
諸
手
続

き
を
、
東
京
に
い
る
細
谷
十
太
夫
が
代
行
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
、

顕
彰
碑
の
建
立
に
つ
い
て
も
、
細
谷
が
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
仙
台
福
音
教
会
で
は
、
戦
死
し
た
ペ
ト
ル
中
川
操
吉
に
対
し
、
明
治
十
一
年

二
月
三
日
に
「
救
贖
ノ
祭）

32
（

」
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

三
、
細
谷
十
太
夫
の
娘
マ
リ
ナ
細
谷
直

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
の
『
家
翁
録
』
の
冒
頭
に
は
、
イ
オ
ア
ン
涌
谷
繁
の

家
族
の
名
前
と
生
年
月
日
、
年
齢
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
文
久
二
年

七
月
十
三
日
生　

十
五
年
七
ヶ
月
、
直
、
細
谷
直
英
ノ
女
」
と
い
う
記
述
が
並
ん
で

い
る
。「
細
谷
直
英
ノ
女
」、
す
な
わ
ち
細
谷
十
太
夫
の
娘
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

同
年
一
月
四
日
条
に
「
細
谷
ヨ
リ
直
女
江
足
袋
弐
足
贈
ラ
ル
」、
同
月
十
一
日
条
に

は
「
直
女
及
ひ
ふ
く
代
、
各
々
学
校
に
登
る）

33
（

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
直
」
は
、

仙
台
の
涌
谷
家
で
家
族
同
様
に
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
父
で
あ
る
細
谷

は
こ
の
時
期
東
京
に
居
り
、
仙
台
に
戻
っ
た
の
は
同
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る）

34
（

。
ま
た
、

細
谷
の
妻
「
近
」
も
、「
細
谷
ノ
家
内
七
日
出
帆
、
午
后
三
時
頃
到
着
」
と
い
う
同

年
五
月
九
日
条
の
一
文
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
続
い
て
「
東
京
ヨ
リ
土
産）

35
（

」
を
彼
女

よ
り
受
け
取
る
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
に
東
京
か
ら
仙
台
に
戻
っ
て

き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
両
親
が
仙
台
を
留
守
の
間
、
涌
谷
家
に
預
け
ら
れ
て
い
た
形

の
直
で
あ
る
が
、『
家
翁
録
』
に
よ
る
と
、
両
親
の
帰
郷
後
も
変
わ
ら
ず
涌
谷
家
で

暮
ら
し
続
け
て
い
る
。

　

イ
オ
ア
ン
涌
谷
繁
は
『
家
翁
録
』
に
お
い
て
、
東
方
正
教
の
洗
礼
を
受
け
た
ハ
リ

ス
テ
ア
ニ
ン
に
つ
い
て
は
、
原
則
「
聖
名
」
で
記
述
す
る
と
い
う
方
針
を
取
っ
て
い

る
が
、
そ
の
な
か
で
「
直
」
が
「
マ
リ
ナ
」
と
い
う
聖
名
で
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
、
明
治
十
一
年
三
月
五
日
条
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
十
一
年
五
月
三
十

一
日
条
に
は
「
細
谷
ワ
ル
ワ
ラ
」
と
い
う
聖
名
記
載
が
初
登
場
す
る
が
、
そ
の
後
の

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
二
月
一
日
条
に
「
マ
リ
ナ
、
渡
邉
秀
三
ヨ
リ
招
カ
レ
行

ク
午
前
、
午
后
九
時
母
ワ
ル
ワ
ラ
同
道
帰
ル
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
は
マ

リ
ナ
の
母
親
で
あ
る
細
谷
の
妻
「
近
」
の
聖
名
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
細

谷
十
太
夫
夫
妻
は
、
仙
台
滞
在
中
は
椌
木
（
現
仙
台
市
若
林
区
）
と
い
う
場
所
に
居

住
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が）

36
（

、
そ
こ
は
ロ
マ
ン
柴
田
文
吉
と
い
う
人
物
の
住
居
で
も

あ
る
と
読
み
取
れ
る）

37
（

。
ロ
マ
ン
柴
田
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
明
治
初
年
に
細
谷
十
太
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夫
の
誘
い
に
よ
り
函
館
に
修
学
の
た
め
向
か
っ
た
若
者
の
一
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

明
治
十
二
年
七
月
八
日
条
に
は
「
マ
リ
ナ
叔
父
柴
田
ロ
マ
ン
大
病
ニ
付
、
看
病
ノ
タ

メ
五
月
十
一
日
椌
木
ヘ
行
キ
、
同
人
死
后
養
蚕
ノ
手
伝
等
ノ
タ
メ
滞
留
、
本
日
午
前

帰
ル
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ロ
マ
ン
柴
田
は
マ
リ
ナ
の
叔
父
で
あ
り
、
十
太
夫
の
妻

ワ
ル
ワ
ラ
細
谷
近
の
弟
で
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
記

載
か
ら
だ
け
で
は
、
彼
女
た
ち
が
い
つ
洗
礼
を
受
け
た
の
か
は
明
ら
か
に
し
得
な
い

が
、
自
身
は
正
教
の
信
仰
に
距
離
を
置
い
て
い
た
細
谷
十
太
夫
の
妻
と
娘
、
そ
し
て

義
理
の
弟
が
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
で
あ
り
、
十
太
夫
も
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
だ
な

か
に
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

涌
谷
家
で
生
活
す
る
日
々
を
、
マ
リ
ナ
細
谷
直
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。『
家
翁
録
』
明
治
十
一
年
七
月
九
日
条
に
「
直
女
仙
台
師
範
学
校
三

等
卒
業
証
書
受
取
ル
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
さ
ら
に
十
月
十
二
日
条
に
は
「
マ
リ
ナ

培
根
小
学
校
ヘ
手
伝
ニ
雇
ワ
ル
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
小
学

校
の
教
員
見
習
い
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
仙
台
に
は
明

治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
官
立
宮
城
師
範
学
校
が
開
校
す
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
明

治
八
（
一
八
七
五
）
年
、
小
学
校
教
員
伝
習
学
校
が
設
立
さ
れ
、
翌
年
公
立
仙
台
師

範
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
十
一
年
に
官
立
宮
城
師
範
学
校
が
廃
止
さ

れ
る
と
、
そ
の
人
員
や
教
材
な
ど
を
引
き
継
い
だ
公
立
仙
台
師
範
学
校
が
宮
城
師
範

学
校
と
改
称
す
る
。
こ
の
師
範
学
校
に
女
子
師
範
科
が
併
設
さ
れ
た
の
は
明
治
十

（
一
八
七
七
）
年
の
こ
と
で
、
朴
沢
三
代
治
や
甲
田
み
ど
り
が
裁
縫
科
の
教
師
を
務

め
た）

38
（

。
マ
リ
ナ
が
通
っ
た
の
は
、
こ
の
宮
城
師
範
学
校
の
女
子
師
範
科
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
マ
リ
ナ
細
谷
直
が
小
学
校
教
員
と
し
て
活
躍
す
る
期
間
は
長
く
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
松
井
家
に
養
子
に
入
っ
て
い
た
イ
オ
ア
ン
涌
谷
繁
の
次
男
、
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
松
井
寿
郎
と
の
結
婚
話
が
進
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。『
家
翁
録
』

で
そ
の
話
が
具
体
化
す
る
の
は
明
治
十
二
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
明
治
十
二
年

当
時
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
は
十
七
歳
で
、
母
親
の
実
家
で
あ
る
松
井
家
の
家
督
を
す

で
に
継
い
で
お
り
、
東
京
に
ニ
コ
ラ
イ
が
設
立
し
た
神
学
校
の
一
期
生
と
し
て
学
ん

で
い
た
。
一
方
の
マ
リ
ナ
は
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

　

同
年
一
月
五
日
に
イ
オ
ア
ン
涌
谷
繁
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
松
井
寿
郎
よ
り
受
け

取
っ
た
手
紙
に
は
、「
マ
リ
ナ
ニ
於
テ
我
カ
云
云
ニ
異
論
ナ
ク
ン
ハ
、
我
カ
室
ニ
定
メ

タ
キ）

39
（

」
と
あ
っ
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
イ
オ
ア
ン
涌
谷
は
ま
ず
自
分
の
妻
フ
ェ
オ
ド

ラ
千
代
と
長
女
の
ソ
ヒ
ヤ
中
川
つ
る
に
こ
の
こ
と
を
相
談
し）

40
（

、
続
い
て
尋
ね
て
き
た

細
谷
十
太
夫
と
の
間
で
「
ア
レ
キ
サ
ン
ト
ル
ヨ
リ
ノ
書
ヲ
示
シ
、
弥
以
マ
リ
ナ
、
松

井
ヘ
送
籍
ノ
事
ヲ
談
決）

41
（

」
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
段
階
で
涌
谷
家
は
家
督
が
繁

の
長
男
ワ
シ
リ
ィ
に
移
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、「
ワ
シ
リ
ィ
ヘ
ア
レ
キ
サ
ン

ト
ル
、
マ
リ
ナ
、
真
誠
ノ
自
由
ヲ
以
テ
合
体
ノ
望
ア
ル
ニ
ヨ
リ
、
細
谷
夫
婦
ト
服
議

決
定）

42
（

」
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
マ
リ
ナ
の
母
で
あ
る
ワ
ル
ワ
ラ
細
谷
近
は
、
こ

の
件
に
つ
い
て
聞
く
と
「
我
ハ
最
初
ヨ
リ
喜
ヒ
居
タ
ル
処
、
中
間
云
云
ア
ル
ニ
ヨ
リ

必
ス
此
方
ニ
テ
気
ニ
入
サ
ル
処
ア
リ
テ
ナ
ラ
ン
ト
、
此
度
ノ
事
ヲ
直
英
ヨ
リ
聞
キ
、

我
カ
心
初
ノ
如
シ）

43
（

」
と
述
べ
た
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
結
婚
が
以
前
よ
り
双
方

の
親
同
士
で
話
し
合
わ
れ
、
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
マ
リ
ナ
が
涌
谷
家
に
預
け
ら
れ
て

い
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
マ
リ
ナ
の
松
井
家
へ
の
「
送
籍
届
」
が
提
出
さ

れ
た
の
は
同
年
一
月
二
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る）

44
（

。

　

し
か
し
結
婚
し
た
と
は
い
え
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
は
東
京
に
寄
留
中
で
あ
り
、
マ

リ
ナ
は
引
き
続
き
仙
台
の
涌
谷
家
で
生
活
を
し
て
い
た
。
そ
の
マ
リ
ナ
に
明
治
十
二
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年
四
月
、
六
等
権
訓
導
と
し
て
南
材
木
町
小
学
校
で
の
勤
務
を
命
じ
る
呼
び
出
し
が

あ
っ
た）

45
（

。
そ
れ
に
対
し
、
一
度
「
御
受
書
」
を
提
出
し
た
後
に
す
ぐ
、
次
の
「
辞
職

願
」
を
提
出
し
た
こ
と
が
四
月
十
七
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

今
般
六
等
権
訓
導
第
二
中
学
区
南
材
木
町
小
学
校
在
勤
拝
命
仕
リ
、
難
有
仕
合

奉
存
候
処
、
父
隠
居
松
井
清
知
儀
ハ
、
東
京
府
近
衛
兵
隊
編
入
中
ニ
有
之
、
夫

同
苗
寿
郎
儀
ハ
、
同
府
寄
留
御
暇
中
ニ
有
之
、
私
壱
人
ニ
テ
家
事
取
締
罷
在
候

ニ
付
キ
、
日
々
出
校
之
御
用
難
相
勤
候
間
、
解
職
被
成
下
度
此
段
奉
願
候
也
、

こ
こ
に
「
父
隠
居
」
と
あ
る
松
井
清
知
は
、『
家
翁
録
』
の
記
録
で
は
安
政
元
（
一

八
五
四
）
年
生
ま
れ
の
「
寿
郎
養
父
隠
居）

46
（

」
と
さ
れ
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
生

ま
れ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
松
井
寿
郎
と
は
七
歳
し
か
違
わ
な
い）

47
（

。
こ
の
二
名
が
仙
台

に
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
マ
リ
ナ
は
小
学
校
へ
の
勤
務
を
断
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
宮
城
県
の
殖
産
興
業
と
細
谷
十
太
夫

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
三
月
に
帰
郷
し
た
細
谷
十
太
夫
は
、
そ
の
後
、
何
を

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
前
年
よ
り
宮
城
県
に
は
「
宮
城
集
治
監
」
の
建
設

が
計
画
さ
れ
る
。
こ
れ
は
西
南
戦
争
に
よ
る
国
事
犯
を
収
容
す
る
こ
と
を
主
目
的
と

し
つ
つ
、
過
剰
収
容
の
緩
和
や
、
獄
制
の
近
代
化
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る）

48
（

。
こ
の
前
身
と
な
る
宮
城
県
監
獄
署
の
副
典
獄
を
務
め
た
人
物
の

日
記
に
は
、
細
谷
が
仙
台
に
戻
っ
た
同
年
三
月
十
一
日
に
、
後
に
宮
城
集
治
監
建
設

委
員
長
と
な
る
警
視
局
小
野
田
大
警
部
や
宮
城
集
治
監
初
代
典
獄
と
な
る
石
沢
権
大

警
部
と
と
も
に
、「
細
谷
三
等
中
警
部
」
が
宮
城
県
監
獄
署
を
訪
ね
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る）

49
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
東
京
に
い
る
段
階
で
す
で
に
、
細
谷
は
こ
の
事
業
に

関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
宮
城
集
治
監
は
、
伊
達
政
宗
の
居
所

で
あ
っ
た
若
林
城
跡
（
現
仙
台
市
若
林
区
古
城
）
に
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
、

東
京
集
治
監
と
同
時
に
完
成
し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ー
バ
ン
監
獄
を
モ
デ
ル
と
し
た

本
格
的
な
洋
風
建
築
で
あ
り
、
看
守
所
で
あ
る
六
角
形
の
塔
か
ら
六
棟
の
房
舎
が
放

射
状
に
配
置
さ
れ
た
斬
新
な
建
物
で
あ
っ
た）

50
（

。
イ
オ
ア
ン
涌
谷
繁
は
明
治
十
二
年
三

月
十
九
日
条
で
「
阿
部
文
同
行
ニ
テ
中
央
檻
獄
ヘ
行
キ
、
細
谷
ノ
按

（
マ
マ
）内

ヲ
以
テ
檻
中

ヲ
詳
見
セ
リ
」、
同
四
月
十
六
日
条
で
も
「
小
田
嶋
椿
所
ト
同
伴
ニ
テ
大
久
保
嘉
吟

午
后
三

時
ヨ
リ
、
中
央
檻
獄
、
彼
所
ニ
テ
細
谷
ニ
面
会
、
按

（
マ
マ
）内

者
ヲ
乞
フ
テ
一
覧
」
と
記
し
て

お
り
、
細
谷
の
案
内
で
集
治
監
の
な
か
を
見
学
し
て
い
る
。
洋
風
建
築
の
物
珍
し
さ

も
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
西
南
諸
藩
へ
の
複
雑
な
思
い
も
、
そ
の
動
機
の

一
部
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
宮
城
県
で
は
明
治
十
一
年
頃
よ
り
野
蒜
築
港
事
業
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
の

野
蒜
港
に
物
資
を
輸
送
す
る
た
め
の
、
北
上
運
河
の
建
設
も
開
始
さ
れ
た
。
明
治
十

二
年
、
細
谷
は
宮
城
県
五
等
属
と
し
て
、
こ
の
運
河
工
事
の
夫
役
監
督
を
務
め
た
と

い
う）

51
（

。
こ
の
任
務
の
な
か
で
排
水
さ
れ
る
牡
鹿
原
に
目
を
つ
け
、
前
述
の
開
拓
を
進

言
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
こ
の
職
務
を
得
た
こ
と
は
、『
家
翁
録
』
明
治
十
二

年
五
月
二
日
条
で
、
イ
オ
ア
ン
涌
谷
も
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

陸
前
少
尉
兼
中
警
部
勲
六
等
細
谷
直
英

　
　

兼
任
宮
城
県
五
等
属

　
　

土
木
課
地
理
事
務
申
付
候
事
、

　
　

右
本
日
拝
命
ニ
付
来
ル
、

　

こ
の
後
、
細
谷
は
石
巻
と
仙
台
を
頻
繁
に
往
復
し
て
い
た
様
子
が
『
家
翁
録
』
の

記
録
よ
り
読
み
取
れ
る
。
た
と
え
ば
同
年
九
月
九
日
条
に
あ
る
「
細
谷
今
日
石
巻
ヨ
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リ
上
リ
タ
ル
ト
来
ル
」
と
い
う
よ
う
な
記
事
が
散
見
さ
れ
、
仙
台
に
来
る
た
び
に
イ

オ
ア
ン
涌
谷
、
そ
し
て
娘
マ
リ
ナ
の
と
こ
ろ
へ
顔
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
妻
の
ワ
ル
ワ
ラ
細
谷
近
も
「
細
谷
夫
婦
来
ル
午
后
、
酒
、
チ
カ
女
一
昨
日
石
巻
ヨ

リ
上
リ
タ
ル
ト）

52
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
十
太
夫
と
と
も
に
石
巻
に
滞
在
し
て
い
た
様
子

が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
松
井
寿
郎
と
結
婚
し
た
娘
マ
リ
ナ
も

「
マ
リ
ナ
明
日
父
ト
石
巻
ヘ
二
三
夜
泊
リ
ニ
行
ク
、
依
テ
本
日
椌
木
ヘ
行
キ
泊
ス）

53
（

」

と
あ
り
、
父
に
同
行
し
て
石
巻
に
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
野
蒜
築
港
お

よ
び
そ
れ
に
付
属
す
る
開
拓
事
業
に
対
し
、
細
谷
十
太
夫
が
い
か
に
熱
心
で
あ
っ
た

か
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
加
え
て
マ
リ
ナ
は
そ
れ
以
前
の
同
年
十
月
三

日
条
で
「
東
三
番
丁
勧
業
場
絹
機
織
修
業
ニ
出
席
」
し
て
お
り
、
父
親
の
殖
産
興
業

へ
の
没
頭
の
影
響
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
に
お
い
て
も
、
野
蒜
築
港
に
呼
応
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。

北
上
川
流
域
、
支
流
域
の
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
を
中
心
に
、
明
治
十
二
年
、
商
業
結
社

「
広
通
社
」
が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る）

54
（

。
当
該
地
域
の
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
た
ち
に
は

「
野
蒜
港
ハ
実
ニ
我
教
会
ノ
幸
福
ニ
ス

（
マ
マ
）テ

天
主
ノ
佑
ク
ル
所
ナ
リ）

55
（

」
と
の
思
い
が

あ
っ
た
。
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
二
月
に
「
広
通
社
創
立
ノ
趣
意）

56
（

」
と
い
う
一

文
が
『
仙
台
日
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
る
が
、
執
筆
者
は
ペ
ト
ル
大
立
目
謙
吾
と
ア

レ
ク
セ
イ
樋
渡
正
太
郎
の
二
名
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
明
治
の
初
年
に
函
館
に
渡
っ

た
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
で
あ
る
。
こ
の
ア
レ
ク
セ
イ
樋
渡
に
つ
い
て
、『
家
翁
録
』

明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日
条
に
は
「
在
佐
沼
駅
樋
渡
ヨ
リ
廿
三
日
記
ノ
郵
信
ア

リ
、
広
通
社
ノ
景
況
ヲ
実
際
ニ
目
撃
ス
ル
ニ
、
世
上
ノ
風
説
ト
異
ナ
リ
、
案
外
ニ
奇

男
児
多
ク
遠
カ
ラ
ス
好
結
果
ヲ
見
ル
ニ
疑
ヒ
ナ
シ
、
何
レ
来
一
月
中
参
堂
続
々
セ
シ

云
云
」
と
記
さ
れ
、
仙
台
に
在
る
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
も
そ
の
動
向
に
は
注
視
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
広
通
社
は
横
山
村
（
現
宮
城
県
登
米
市
）
に
製
糸
場
を
開

業
し
、
蒸
気
船
を
運
行
さ
せ
る
な
ど
、
事
業
を
拡
大
し
た
が
、
明
治
十
三
年
五
月
に

は
倒
産
と
い
う
結
末
を
迎
え
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
野
蒜
築
港
事
業
に
乗
じ
た
ハ
リ

ス
テ
ア
ニ
ン
の
商
業
活
動
へ
の
参
入
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
の
中
枢
に
い
た
細
谷
十

太
夫
の
影
響
を
無
視
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
『
家
翁
録
』
と
い
う
イ
オ
ア
ン
涌
谷
繁
の
日
記
を
中
心
に
、
仙
台
の
士
族
ハ
リ
ス

テ
ア
ニ
ン
と
、
そ
の
信
仰
を
持
た
な
い
細
谷
十
太
夫
と
の
関
係
を
概
観
し
て
き
た
。

こ
こ
か
ら
は
、
単
に
接
点
が
あ
る
と
い
う
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
、
婚
姻
関
係
を

含
む
か
な
り
密
接
な
関
係
性
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

涌
谷
家
に
は
、
細
谷
十
太
夫
に
限
ら
ず
、
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
で
は
な
い
仙
台
士
族
が
、

そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
日
常
的
に
多
数
出
入
り
し
て
い
た
。
宮
城
県
の
近
代
化
、
若
い

世
代
の
教
育
な
ど
、
彼
ら
が
課
題
と
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
当
然
信
仰
の
有

無
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
の
連
携
が
必
要
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
の

時
代
、
教
会
に
関
心
を
持
つ
人
は
多
く
い
て
も
、
そ
の
信
仰
心
が
永
続
的
に
定
着
す

る
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
非
常
に
流
動
的
な
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、
東
方
正
教
の
信
仰
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
、
日
常
の
交
際
の
な
か
で
ど
う
評

価
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
自
他
と
も
に
未
だ
固
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
双
方

向
に
と
っ
て
何
か
し
ら
の
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
が
難
し
か
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
妻
や
娘
が
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
と

な
り
、
旧
知
の
イ
オ
ア
ン
涌
谷
繁
を
通
じ
て
教
会
関
係
者
と
も
交
流
の
あ
る
細
谷
十
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太
夫
の
よ
う
な
人
物
に
と
っ
て
、
東
方
正
教
の
信
仰
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
受

け
止
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
さ
ら
に
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
る
視
点
の
一
つ
と
し
て
、
女
性
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
た

ち
の
存
在
が
あ
る
。
本
稿
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
涌
谷
家
の
女
性
た

ち
と
細
谷
の
妻
や
娘
の
関
係
な
ど
、
彼
女
た
ち
の
日
常
か
つ
密
接
な
つ
な
が
り
は
、

男
性
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
の
交
際
と
は
別
個
に
形
成
さ
れ
、
独
自
の
役
割
が
発
生
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
女
性
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
の
営
み
が
、
地
域
社
会

の
な
か
で
教
会
活
動
が
根
付
き
、
そ
こ
に
東
方
正
教
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
作
ら
れ
る
上

で
大
き
な
働
き
を
な
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
マ
リ
ナ
が
師
範

学
校
に
通
っ
た
よ
う
に
、
他
の
女
性
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
の
な
か
に
も
教
員
と
な
る

人
々
が
い
た
こ
と
が
『
家
翁
録
』
に
も
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
存
在
が
も
た
ら

す
意
義
も
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

註（
1
）
木
村
紀
夫
『
仙
台
藩
の
戊
辰
戦
争 

幕
末
維
新
人
物
録
282
』（
荒
蝦
夷　

二
〇
一
八
）

三
〇
二
―
三
〇
三
頁
や
、
同
「
か
ら
す
組
隊
長
細
谷
十
太
夫
」（『
り
ら
く
』
二
四
一

号　

二
〇
一
八
）
四
〇
―
四
三
頁
な
ど
に
よ
る
。

（
2
）
石
巻
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
石
巻
市
史 

第
四
巻
』（
石
巻
市　

一
九
六
二　

八
八

頁
）
や
、
石
巻
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
石
巻
の
歴
史 

第
二
巻 

通　

史
編
（
下
の

2
）』（
石
巻
市　

一
九
九
八
）
一
一
八
頁
に
詳
し
い
。

（
3
）
拙
著
『
東
方
正
教
の
地
域
的
展
開
と
移
行
期
の
人
間
像
―
北
東
北
に
お
け
る
時
代

変
容
意
識
―
』（
清
文
堂
出
版　

二
〇
一
四
）
等
で
士
族
ハ
リ
ス
テ
ア
ニ
ン
に
つ
い

て
触
れ
て
い
る
。

（
4
）
石
川
喜
三
郎
編
『
日
本
正
教
伝
道
誌
』
巻
之
壱
・
巻
之
弐
（
正
教
会
編
輯
局　

一

九
〇
一
）。

（
5
）
教
会
史
編
集
委
員
会
編
『
仙
台
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
史
』（
仙
台
ハ
リ
ス
ト
ス
正

教
会　

二
〇
〇
四
）。

（
6
）
個
人
蔵
。

（
7
）
前
掲
（
4
）、
巻
之
壱
、
五
五
頁
。

（
8
）
前
掲
（
4
）、
巻
之
壱
、
六
九
頁
。

（
9
）
木
村
紀
夫
『
仙
台
藩
の
戊
辰
戦
争 

幕
末
維
新
人
物
録
282
』（
荒
蝦
夷　

二
〇
一

八
）、
三
二
二
頁
。

（
10
）
同
右
（
9
）、
二
九
八
―
三
〇
一
頁
。

（
11
）
宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
宮
城
県
史
』（
宮
城
県　

一
九
六
六
）
七
一
二
―
七

一
三
頁
。

（
12
）
前
掲
（
4
）、
巻
之
壱
、
六
四
頁
。

（
13
）
前
掲
（
4
）、
巻
之
壱
、
九
〇
頁
。
引
用
中
の
丸
括
弧
は
、
原
文
の
記
載
内
容
で

あ
る
。
本
文
献
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
降
も
同
様
。

（
14
）
教
会
史
編
集
委
員
会
編
『
仙
台
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
史
』（
仙
台
ハ
リ
ス
ト
ス
正

教
会　

二
〇
〇
四
）、
二
四
頁
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
15
）
前
掲
（
4
）、
巻
之
壱
、
一
〇
二
―
一
〇
三
頁
。

（
16
）『
家
翁
録
』
明
治
十
一
年
の
冒
頭
に
記
載
さ
れ
た
家
族
の
生
年
月
日
と
年
齢
に
基

づ
く
。
後
に
本
名
も
聖
名
と
同
様
「
和
志
理
」
と
名
乗
る
。

（
17
）
前
掲
（
4
）、
巻
之
壱
、
一
〇
三
頁
。

（
18
）
前
掲
（
4
）、
巻
之
壱
、
一
〇
六
―
一
〇
七
頁
。

（
19
）
前
掲
（
4
）、
巻
之
壱
、
一
〇
七
頁
。

（
20
）
前
掲
（
4
）、
巻
之
壱
、
一
四
三
―
一
四
四
頁
。

（
21
）
前
掲
（
4
）、
巻
之
壱
、
一
五
〇
―
一
五
六
頁
。
ま
た
、
逸
見
英
夫
「
宮
城
県
下

耶
蘇
教
講
説
事
件
」（
渡
辺
信
夫
編
『
宮
城
の
研
究 

第
六
巻 

近
代
篇
』
清
文
堂
出



―  71 ―

版　

一
九
八
四
）
に
も
詳
し
い
。

（
22
）
前
掲
（
4
）、
巻
之
弐
、
四
一
頁
。

（
23
）
大
谷
正
「
仙
台
地
域
の
西
南
戦
争
関
係
資
料
と
『
仙
台
新
聞
』
西
南
戦
争
関
係
記

事
」（『
西
南
戦
争
に
関
す
る
記
録
の
実
態
調
査
と
そ
の
分
析
・
活
用
に
つ
い
て
の
研

究
』
平
成
二
一
年
度
〜
平
成
二
三
年
度
科
学
研
究
補
助
金　

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究

成
果
報
告
書　

二
〇
一
二　

四
三
―
四
九
頁
）
や
、
友
田
昌
宏
「
西
南
戦
争
に
お
け

る
旧
仙
台
藩
士
の
動
向
」（『
東
北
文
化
研
究
室
紀
要
』
五
八　

二
〇
一
五
）
一
―
一

五
頁
に
詳
し
い
。

（
24
）
前
掲
（
4
）、
巻
之
弐
、
七
八
頁
。

（
25
）『
仙
台
人
名
大
辞
書
』（
復
刻
版　

宝
文
堂　

一
九
八
一
）、
七
九
九
頁
。

（
26
）
長
男
信
一
は
陸
軍
の
軍
人
に
、
そ
し
て
次
男
望
は
内
務
官
僚
と
な
り
、
鹿
児
島
県

知
事
や
大
阪
府
知
事
等
を
歴
任
し
た
。

（
27
）『
家
翁
録
』
か
ら
は
、
一
日
分
、
も
し
く
は
一
つ
書
き
の
記
載
の
一
部
を
引
用
し

て
い
る
。
ま
た
亀
甲
括
弧
内
の
記
載
お
よ
び
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
本
史
料
か
ら

の
引
用
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
降
も
同
様
。

（
28
）
佐
藤
益
民
に
つ
い
て
は
、
岩
沙
慎
一
「
教
育
令
公
布
期
の
あ
る
私
立
漢
学
学
校
―

佐
藤
益
民
の
共
賛
学
校
―
」（『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学

編
）』
二
一
号　

一
九
七
二
）
に
詳
し
い
。
こ
の
一
七
六
頁
に
は
「
益
民
弟
文
七
妻

と
み
の
実
父
は
、陸
前
国
宮
城
郡
仙
台
区
柳
町
通
八
番
士
族
涌
谷
繁
」
と
あ
る
が
、「
と

み
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
29
）
大
槻
復
三
郎
と
は
、
大
槻
文
彦
の
こ
と
で
あ
る
。

（
30
）
前
掲
（
25
）、
九
三
九
頁
。

（
31
）『
家
翁
録
』
明
治
十
一
年
一
月
十
六
日
条
に
は
「
昨
十
五
日
中
川
よ
り
ワ
シ
リ
イ

江
郵
便
相
立
候
ニ
付
、
同
人
并
ニ
細
谷
江
賀
年
の
書
を
贈
ル
」
と
あ
り
、
ワ
シ
リ
ィ

へ
の
郵
便
に
細
谷
へ
の
年
賀
を
同
封
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
身
近
な
と
こ
ろ
に
い

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
同
月
十
八
日
条
に
は
「
細
谷
直
英
ヨ
リ
本
月
十
三

日
附
ヲ
以
テ
賀
年
ノ
郵
信
正
午
到
着
、
書
中
ニ
一
昨
十
一
日
一
等
昇
級
、
并
ニ
ワ
シ

リ
ィ
も
過
ル
十
日
入
校
ノ
由
等
ノ
コ
ト
ア
リ
」
と
あ
り
、
東
京
に
い
る
ワ
シ
リ
ィ
の

様
子
を
、
親
代
わ
り
に
気
に
か
け
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
32
）『
家
翁
録
』
明
治
十
一
年
二
月
三
日
条
。

（
33
）「
ふ
く
代
」
は
「
復
代
」
と
も
書
き
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
生
ま
れ
の
イ
オ

ア
ン
涌
谷
繁
の
娘
。
マ
ル
フ
ァ
と
い
う
聖
名
を
持
つ
。

（
34
）『
家
翁
録
』
明
治
十
一
年
三
月
十
一
日
条
に
「
細
谷
直
英
来
ル
東
京
七
日
発

ス
、
十
日
着
船
」と
あ
る
。

（
35
）『
家
翁
録
』
明
治
十
一
年
五
月
三
十
一
日
条
。

（
36
）『
家
翁
録
』
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
条
に
「
マ
リ
ナ
明
日
父
ト
石
巻
ヘ
二

三
夜
泊
リ
ニ
行
ク
、
依
テ
本
日
椌
木
ヘ
行
キ
泊
ス
」
と
あ
る
。
ま
た
マ
リ
ナ
が
椌
木

に
出
向
き
、
宿
泊
す
る
記
載
は
数
多
く
確
認
で
き
る
。

（
37
）『
家
翁
録
』
明
治
十
二
年
二
月
十
日
条
に
「
細
谷
酒
ヘ
行
キ
、
柴
田
ロ
マ
ン
ヘ
鶏
卵

五
ツ
贈
ル
」
と
あ
る
。

（
38
）
宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
宮
城
県
史 

11 

教
育
』（
宮
城
県　

一
九
五
九
）
二

五
二
―
二
六
八
頁
。

（
39
）『
家
翁
録
』
明
治
十
二
年
一
月
五
日
条
。

（
40
）『
家
翁
録
』
明
治
十
二
年
一
月
九
日
条
。

（
41
）『
家
翁
録
』
明
治
十
二
年
一
月
十
日
条
。

（
42
）『
家
翁
録
』
明
治
十
二
年
一
月
二
十
日
条
。

（
43
）『
家
翁
録
』
明
治
十
二
年
一
月
十
四
日
条
。

（
44
）『
家
翁
録
』
明
治
十
二
年
一
月
二
十
五
日
条
。

（
45
）『
家
翁
録
』
明
治
十
二
年
四
月
十
六
日
条
。

（
46
）『
家
翁
録
』
明
治
十
二
年
冒
頭
部
分
。

（
47
）
前
掲
（
25
）「
松
井
寿
郎
」
の
項
目
で
は
、「
松
井
梅
屋
の
孫
、
玄
潤
戊
辰
役
に
死

し
て
嗣
な
し
、
涌
谷
氏
姻
戚
た
る
を
以
て
寿
郎
を
し
て
後
た
ら
む
」（
九
五
九
頁
）

と
あ
る
。
玄
潤
と
は
松
井
竹
山
の
子
で
あ
り
、
イ
オ
ア
ン
涌
谷
繁
の
妻
フ
ェ
オ
ド
ラ
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千
代
は
松
井
家
の
出
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
松
井
清
知
に
つ
い
て
の
項
目

は
、『
仙
台
人
名
大
辞
書
』
に
は
な
く
、
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
お
そ
ら

く
玄
潤
の
死
後
、
松
井
家
の
家
督
を
一
旦
継
い
だ
人
物
で
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
松
井

寿
郎
は
形
式
上
こ
の
人
物
の
養
子
と
な
り
、
松
井
家
の
家
督
を
引
き
継
い
だ
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
竹
山
の
父
親
は
俳
人
松
窓
乙
二
で
あ
り
、
そ
の
娘
で
同
じ
く

俳
人
と
し
て
活
躍
し
た
溶
々
が
松
井
梅
屋
に
嫁
ぎ
、
竹
山
を
養
子
と
し
た
。

（
48
）
小
野
義
秀
『
宮
城
集
治
監
雑
考
』（
非
売
品　

宮
城
刑
務
所　

一
九
八
三
）
三
―

六
頁
。

（
49
）
柴
修
也
『
西
南
戦
争
余
話
（
宮
城
県
に
配
置
さ
れ
た
国
事
犯
）』（
非
売
品　

一
九

九
〇
）
に
所
収
さ
れ
た
「
宮
城
県
監
獄
署
副
典
獄
水
野
重
教
の
日
記
（
西
南
戦
争
関

係
分
）」
二
頁
よ
り
。
ま
た
、
同
（
増
補
版　

一
九
九
〇　

五
四
―
五
五
頁
）
に
は
、

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
細
谷
十
太
夫
が
宮
城
集
治
監
設
置
に
あ
た
り
委
員
に

任
命
さ
れ
た
と
の
記
載
が
あ
る
。

（
50
）
仙
台
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
仙
台
市
史 

通
史
編
６ 
近
代
1
』（
仙
台
市　

二

〇
〇
八
）
八
二
頁
。

（
51
）
石
巻
市
史
編
纂
委
員
会
編『
石
巻
市
史 

第
四
巻
』（
石
巻
市　

一
九
六
二
）八
八
頁
。

（
52
）『
家
翁
録
』
明
治
十
二
年
十
一
月
七
日
条
。

（
53
）『
家
翁
録
』
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
条
。

（
54
）
広
通
社
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
憲
一
「
ギ
リ
シ
ャ
正
教
の
受
容
と
結
社
―
佐
沼
顕
栄

会
と
広
通
社
に
つ
い
て
―
」（
渡
辺
信
夫
編
『
近
世
日
本
の
民
衆
文
化
と
政
治
』
河

出
書
房
新
社　

一
九
九
二
）
に
詳
し
い
。

（
55
）「（
石
巻
光
明
会
か
ら
佐
沼
顕
栄
会
へ
の
手
紙
）」（
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
『
半
田
家

文
書
』
内
「
教
会
資
料
・
3
」
所
収
、
表
題
な
し
）。

（
56
）「
広
通
社
創
立
ノ
趣
意
」（
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
『
半
田
家
文
書
』
内
「
教
会
資
料
・

3
」
所
収
）。

（
や
ま
し
た
・
す
み
れ　

帝
京
大
学
文
学
部
准
教
授
）




